 評価規準「十分満足できると判断できる」状況の作成例…◎ 
ここでは，評価規準のうち「十分満足できると判断できる」記述について，「１年２章　文字と式」を

例として示します。

２章　文字と式（14時間）

　章の目標：文字や文字式の働きとその表し方を理解し，必要に応じてそれを利用することができると

ともに，簡単な場合について，文字式の計算の意味を知り，その計算ができる。また，２

つの数量の関係を等式や不等式で表したり，等式や不等式の意味を読み取ったりすること

ができる。

　章の観点別評価規準例

	数学への関心・意欲・態度
	数学的な見方や考え方
	数学的な技能
	数量や図形などについての知識・理解

	さまざまな事象を文字や文字を用いた式でとらえたり，それらの性質や関係を見いだしたりするなど，数学的に考え表現することに関心をもち，意欲的に数学を問題の解決に活用して考えたり判断したりしようとしている。
	文字や文字を用いた式についての基礎的・基本的な知識及び技能を活用しながら，事象を見通しをもって論理的に考察し表現したり，その過程を振り返って考えを深めたりするなど，数学的な見方や考え方を身につけている。
	文字を用いた式で表現したり，その意味を読み取ったり，文字を用いた式で乗法や除法を表したり，簡単な１次式の加法と減法の計算をしたりする技能を身につけている。
	文字を用いることの必要性と意味を理解し，知識を身につけている。


１節　文字と式（8時間）

	項
	項の目標
	用語・記号
	　　観点別評価規準例　　○は「おおむね満足できると判断できる」状況（Ｂ規準例），◎は「十分満足できると判断できる」状況（Ａ規準例）

	
	
	
	数学への関心・意欲・態度
	数学的な見方や考え方
	数学的な技能
	数量や図形などについての知識・理解

	１　文字を使った式（1）
	○数量を，文字を使った式で表し，文字を使った式のよさを理解する。
	
	○文字を使った式で考えることの必要性やよさに関心をもち，文字を使った式で表したり，式の意味を読み取ったりしようとしている。

◎文字を使った式で考えることの必要性やよさに関心をもち，進んで文字を使った式で表したり，式の意味を読み取ったりしようとしている。
	○数量を文字を使った式で表すことを考えることができる。

◎数量を一般的に表すために，数量を文字を使った式で表すことを考えることができる。
	
	○数の代わりに文字を使うことを理解している。

◎数の代わりに文字を使うこと，また，文字を数に置きかえることができることを理解している。

	２　文字を使った式（2）
	○いろいろな数量を文字を使った式で表すことができ，さらに文字を使った式のよさを理解する。
	
	○文字を用いることに関心をもち，いろいろな数量を，文字を使った式で表そうとしている。

◎文字を用いることに関心をもち，いろいろな数量を，文字を使った式で積極的に表そうとしたり，式の意味を考えたりしようとしている。
	○文字を使った式を用いて，一般的に数量をとらえることができる。

◎文字を使った式は，計算の仕方を表すとともに，その結果の数量を表しているとみることができる。
	○いろいろな数量を文字を使った式で表すことができる。

◎いろいろな数量を文字を使った式で正確に表すことができる。
	○数量の求め方やその結果を一般的に簡素に表すのに，文字を使った式が使われることを理解している。

◎文字を使った式は，計算の仕方を表すとともに，その結果の数量を表しているとみることを理解している。

	３　文字を書くときの約束（1）
	○文字を使った式の積の表し方の約束を理解する。
	
	○式を簡潔に表現することに関心をもち，文字を使った式の積の表し方について考えようとしている。

◎式を簡潔に表現することに関心をもち，文字を使った式の積の表し方について四則の計算順序や正の数，負の数の学習と関連づけながら考えようとしている。
	
	○文字式の積の表し方の約束にしたがって表すことができる。

◎文字式の積の表し方の約束にしたがって正確に表すことができる。
	○文字式の積の表し方の約束を理解している。

◎文字式の積の表し方の約束を，数の四則の計算順序と関連づけながら理解している。

	４　文字を書くときの約束（2）
	○文字を使った式の商の表し方の約束を理解する。

○文字を使った式を書くときの約束にしたがって，加減乗除の混じった式を表すことができる。
	
	○式を簡潔に表現することに関心をもち，文字を使った式の商や加減乗除の混じった式の表し方について考えようとしている。

◎式を簡潔に表現することに関心をもち，文字を使った式の商や加減乗除の混じった式の表し方について四則の計算順序や正の数，負の数の学習と関連づけながら考えようとしている。
	
	○文字式の商の表し方の約束にしたがって表すことができる。

◎文字式の商の表し方の約束にしたがって正確に表すことができる。
	○文字式の商の表し方の約束を理解している。

◎文字式の商の表し方の約束を，数の四則の計算順序と関連づけながら理解している。

	５　式による数量の表し方
	○文字を使った式を書くときの約束にしたがって，いろいろな数量を式で表すことができる。
	
	○式を簡潔に表現することに関心をもち，式を書くときの約束にしたがって，いろいろな数量を式で表そうとしている。

◎式を簡潔に表現することに関心をもち，これまで学んできた割合や単位の考えなどと関連づけながら，式を書くときの約束にしたがって，いろいろな数量を式で表そうとしている。
	
	○式を書くときの約束にしたがって，いろいろな数量を式で表すことができる。

◎これまで学んできた割合や単位などの考えと関連づけながら，式を書くときの約束にしたがって，いろいろな数量を式で表すことができる。
	

	６　式の表す意味
	○文字を使った式が表している数量や数の意味を理解できる。
	
	○文字を用いた式を活用することに関心をもち，文字を使った式が表している数量や数の意味を読み取ろうとしている。

◎文字を用いた式を活用することに関心をもち，文字を使った式が表している数量や数の意味を積極的に読み取ろうとしている。
	○文字を使った式が表している数量や数の意味を考えることができる。

◎文字を使った式が表している数量や数の意味を具体的な場面と関連づけながら考え，説明することができる。
	
	○文字式が表している数量の意味を理解している。

◎文字式が表している数量の意味を，具体的な場面と関連づけながら理解している。

	７　式の値
	○「代入」や「式の値」の意味を理解し，実際に代入して式の値を求めることができる。
	代入する，文字の値，式の値
	○式の値を求めることに関心をもち，式の値を求めようとする。

◎式の値を求めることに関心をもち，具体的な場面と関連づけながら式の値を求めようとする。
	
	○文字に値を代入して，式の値を求めることができる。

◎文字に値を代入して，式の値を正確に求めることができる。
	○文字の値，代入することの意味を理解している。

◎文字の値，代入することの意味を，具体的な場面と関連づけながら理解している。

	○練習
	
	
	
	
	
	


２節　式の計算（5時間）

	項
	項の目標
	用語・記号
	　　観点別評価規準例　　○は「おおむね満足できると判断できる」状況（Ｂ規準例），◎は「十分満足できると判断できる」状況（Ａ規準例）

	
	
	
	数学への関心・意欲・態度
	数学的な見方や考え方
	数学的な技能
	数量や図形などについての知識・理解

	１　１次式とその項
	○項，係数，１次式の意味を理解し，１次式において，文字の部分が同じ項どうしを１つにまとめて計算することができる。
	項，係数，１次式
	○文字式の項や係数に関心をもち，文字の部分が同じ項をまとめることの意味を考えようとしている。

◎文字式の項や係数に関心をもち，数の計算との共通点や相違点を意識しながら文字の部分が同じ項をまとめることの意味を，積極的に考えようとしている。
	○文字の部分が同じ項のまとめ方を考えることができる。

◎文字の部分が同じ項のまとめ方を面積と関連づけながら考えることができる。
	○文字の部分が同じ項どうしの加法や減法の計算ができる。

◎文字の部分が同じ項どうしの加法や減法の計算が能率的かつ正確にできる。
	○式にふくまれる数や文字に着目して，項，係数，１次式の意味を理解している。

◎式にふくまれる数や文字に着目して，項，係数，１次式の意味を数と関連づけながら理解している。

○文字の部分が同じ項どうしの加法や減法の計算方法を理解している。

◎文字の部分が同じ項どうしの加法や減法の計算方法を，分配法則と関連づけて理解している。

	２　１次式と数との乗法
	○１次式と数との乗法の計算の仕方を理解し，計算することができる。
	
	○文字式の計算は，数と同じように操作できることに関心をもち，１次式と数との乗法の計算をしようとしている。

◎文字式の計算は，数と同じように操作できることに関心をもち，１次式と数との乗法の計算の方法を積極的に見いだして説明しようとしている。
	
	○１次式に数をかける計算ができる。

◎１次式に数をかける計算が能率的かつ正確にできる。
	○１次式と数との乗法の計算方法を理解している。

◎１次式と数との乗法の計算方法を分配法則と関連づけて理解している。

	３　１次式を数でわる除法
	○１次式を数でわる除法の計算の仕方を理解し，計算することができる。
	
	○文字式の計算は，数と同じように操作できることに関心をもち，１次式を数でわる除法の計算をしようとしている。

◎文字式の計算は，数と同じように操作できることに関心をもち，１次式を数でわる除法の計算の方法を積極的に見いだそうとしている。
	
	○１次式を数でわる計算ができる。

◎分数をふくむ１次式を数でわる計算が能率的かつ正確にできる。
	○１次式を数でわる除法の計算方法を理解している。

◎１次式を数でわる除法の計算方法を２通りとも理解している。

	４　１次式の加法，減法
	○１次式と１次式との加法・減法の計算の仕方を理解し，計算することができる。
	
	○文字式の計算は，数と同じように操作できることに関心をもち，１次式の加法と減法の計算をしようとしている。

◎文字式の計算は，数と同じように操作できることに関心をもち，１次式の加法と減法の計算の方法を積極的に見いだそうとしている。
	
	○１次式の加法と減法の計算ができる。

◎分数や小数をふくむ１次式の加法と減法の計算が能率的かつ正確にできる。
	○１次式の加法と減法の計算方法を理解している。

◎１次式の加法と減法の計算方法を分配法則と関連づけて理解している。

	○練習


３節　文字と式の利用（1時間）

	項
	項の目標
	用語・記号
	　　観点別評価規準例　　○は「おおむね満足できると判断できる」状況（Ｂ規準例），◎は「十分満足できると判断できる」状況（Ａ規準例）

	
	
	
	数学への関心・意欲・態度
	数学的な見方や考え方
	数学的な技能
	数量や図形などについての知識・理解

	１　文字を使った式の利用
	○具体的な場面で文字を使った式を利用して，いろいろなことがらを説明することができる。
	
	○マグネットの総数や数当てゲームに関心をもち，それらを文字を使った式を利用して問題の解決に生かそうとしている。

◎マグネットの総数や数当てゲームに関心をもち，それらを文字を使った式を適切に利用して積極的に問題の解決に生かそうとしている。
	○文字を使った式を利用して，マグネットの総数や数当てゲームのしくみについて説明できる。

◎文字を使った式を利用して，マグネットの総数や数当てゲームのしくみについて説明したり，他者の考えを読み取ったりすることができる。
	
	○具体的な場面の問題解決に文字を使った式が利用できることを理解している。

◎具体的な場面の問題解決に文字を使った式が利用できることや，式から他者の考えを読み取ることができることを理解している。


４節　関係を表す式（1時間）

	項
	項の目標
	用語・記号
	　　観点別評価規準例　　○は「おおむね満足できると判断できる」状況（Ｂ規準例），◎は「十分満足できると判断できる」状況（Ａ規準例）

	
	
	
	数学への関心・意欲・態度
	数学的な見方や考え方
	数学的な技能
	数量や図形などについての知識・理解

	１　等式と不等式
	○２つの数量が等しいとき，その関係を等式で表したり，等式の意味を読み取ったりすることができる。

○２つの数量の大小関係を，不等式で表したり，不等式の意味を読み取ったりすることができる。
	等式，不等式，左辺，右辺，両辺，以上，以下，≦，≧
	○いろいろな数量の関係を調べることに関心をもち，等式や不等式で表そうとしている。

◎数量の関係を調べることに関心をもち，等式や不等式で進んで表そうとしたり，式の意味を読み取ったりしようとしている。
	○２つの数量の関係を，等式や不等式で表すことを考えることができる。

◎２つの数量の関係を，等式や不等式で表すことを考えたり，読み取ったりすることができる。
	○２つの数量の関係を，等式や不等式で表すことができる。

◎２つの数量の関係を，等式や不等式で的確に表すことができる。
	○等号や不等号の使い方，および，等式や不等式の意味を理解している。

◎等号や不等号の使い方，および，数量の関係を表す式について，等式と不等式を関連づけて理解している。

	
	
	
	
	
	
	

	２章の問題
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